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o. はじめに
イエズス会宣教師 MartinoMartini (以下マルチニ）の『Grammatica
Sinica』（以下『漢語語法』）は，在華宣教師による中国語文法の中でも，
最も早い時期に書かれた文法書の 1つである。本書は在華宣教師による中
国語研究の伝承，及び欧州の中国語研究を考察する上で欠かせない著書で
あり，また明末清初の「官話」を伝える資料としての価値をもつ。
マルチニと『漢語語法』についての研究書及び論文としては， これまで
にFrancoDemarchi 1998, Giuliana Bertuccioli 1998, 珪薙1984,均西尼2004
がある。
1. マルチニと『漢語語法』について
上記の論文を参考に，以下概略を記す。
マルチニは1614年トレントに生まれる。 1631年イエズス会に入信。 1640
年イエズス会士21名とともに中国布教団に参加。 1643年マカオに到着，そ
の後杭州へ移る。 1650年数学の専門家として北京の朝廷に勤務する。 1651
年ローマ教皇庁へ典礼問題に関する答弁を行うため，一時帰国を命ぜられ
る。同年3月洗礼を受けた中国人青年を同行し，福建からフィリピン行き
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の船に乗る。 1年間フィリピン滞在の後， 1652年ヨーロッパ行きの船に乗
る。同年5月から翌年2月までオランダ軍によりバタビアに拘束される。
1653年9月ノルウェーに到着。ヨーロッパ到着後，彼の執筆した書籍が次々
と出版される。 1653年ローマで『BrevisRelativo』（短い報告書），同年ア
ントワープで『DeBello Tartarico』（靱鞄戦記）， 1655年アムステルダムで
『NovusAtlas Sinensis』（中国新地図集）， 1658年『SinicaeHistoriae decas 
prima』（中国史十巻）。 1658年中国へ戻り，再び杭州で宣教活動に従事す
る。 1661年杭州にて病没。中国名は衛匡国，字は済泰。
マルチニはヨーロッパヘ向かう間，同行者である中国人青年の助けと，
自分が収集した中国の書籍をもとに，執筆活動に専念していた。なかでも
『漢語語法』はバタビア拘束中に執筆されたと考えられている。その根拠
は1689年にドイツ人医師で博物学者の AndreasCleyerが，バタビアに残
された『漢語語法』の写本を，友人の中国学者 ChristianMentzelに郵送
していることによる。このほか，マルチニはヨーロッパ滞在中，オランダ
人東洋学者JacobGohlに別の写本を渡している。『漢語語法』はヨーロッ
パの学者にとって初めての中国語入門書として広く歓迎されたものの，出
版されることはなかった。現在オリジナルの稿本は伝わらず，後世の写本
のみが確認されている。なかでも1716年に T.S. Bayerが Mentzelの写本
をもとに制作した写本が，最もオリジナルに近いとされ，現在 Glasgow
University Libraryに保管されている。今回この1716年版を活字化し出版
した Demarchi1998に基づいて調査を行った。『漢語語法』の構成は以下
の通りである。
第 1章 中国語の音節表と声調
第2章第 1節名詞 第 2節代名詞 第 3節動詞
第3章第 1節前置詞 第 2節副詞 第 3節間投詞
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第 4節接続詞 第5節名詞の原級，比較級，最上級
第6節代名詞補遺 第7節数詞と数の小辞
本文と中国語の例文に付された訳は，全てラテン語である。中国語の例
文は，表音文字と漠字で書かれている。以下『漢語語法』第 2章と第 3章
について，その概略を中国語の語彙と例文を中心に記す。（ ）内の日本
語訳は，中国語に付けられたラテン語訳を日本語に訳したものである。筆
者による注は（筆者注）と記す。
2. 『漢語語法』の内容
2. 1. 名詞
• 位置が変わることにより，同じ音が，名詞，形容詞，動詞となる。“打”
と“去”に名詞はない。“愛”と‘‘想”は名詞と動詞がある。もしこれ
らの語の後ろに何かあれば，動作を意味し，動詞である。例：‘‘我愛伽’’
“我想他”。もしそれらが後ろに置かれれば，名詞である。例：“我的愛”
“我的想’
• 位置が異なる以外は，形容詞と名詞の違いは大きくない。形容詞は名詞
の前に置かれる。例：‘‘好人”。後に置かれたなら，名詞となる。例：
“人的好”
• 形容詞になることのできない名詞には，よく小辞‘‘子”が加えられる。
例：‘‘房子"(家），‘‘班子"(兄弟）
•名詞には格も数もない。文の構造から理解される。複数は，すべての名
詞に共有のものである，小辞“何”によって表される。例：“人『『'"他
何'。‘‘人人”のように繰り返しによっても同様である。名詞の前に多数
を示すものが置かれると，‘‘何”は加えられない。例：‘‘多人”“叫幾個
人"
•小辞‘‘的"は名詞，代名詞の後に置き，属格をつくる。例：‘‘人的好”“人
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側的好”“我的狗”‘‘伽的狗,,"他的狗”
2. 2. 代名詞
“我’‘‘伽""他”“誰""個個""自家”“自己”
“這個”“那個"は人以外に用いない。例：‘‘這個人""那個人”‘‘這隻牛”“那
匹馬"
2. 3. 動詞
•過去は小辞“了”を動詞の後に置く。または“過"を“了”の前に置く。
例：‘‘我愛了”“我愛過了”
•未来は‘‘将”を動詞の前に置く。例：‘‘我将愛”
• 未完了過去 “那時間""那時節”“襖”。例：‘‘那時間愛"
・能動態では行為者の後に動詞が置かれる。例：‘‘我愛伽""我打伽”。“我
弥愛"は野蛮な言い方である。
・受動態は“被”や‘‘為”によって表される。例：‘‘我被他的愛""我被他
愛”‘‘我被他打"
•希求法は“巴不得"によって形成される。例：‘‘我巴不的1) 愛" "巴不的
我愛伽’’
2. 4. 前置詞
. "前”“後”“上”“下” 動詞の前に置く例：‘‘前作”“後来”“上去”‘‘下
走”
名詞の後に置く例：‘‘房前”“門後""卓子上"2)
“地下”
. "上面”‘‘後面""前面’’‘‘下面'"裡頭'"裡面”‘‘外頭”‘‘外面’’
・‘‘為”‘‘為天主到那裡”“到脚抵下"3)
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2. 5. 副詞
願望：‘‘巴不得’’
応答：‘‘是”“自然”
断言：‘‘貞的”“貞貞的""果然""真真的”
否定と禁止：‘‘不”“莫'"無""不可”“不然”
疑い：‘‘或”“或者”
選択：‘‘寧”“寧可”
比較：‘‘更”“更多”“更好”
集合：‘‘同”“ー 同”
分離：‘‘兄”“男外”
傾向：‘‘謹,"強”“荀且”
時間：‘‘今日”“明日""昨日,,"前日”‘‘後日”
場所：‘‘這裡’’‘‘那裡’’‘‘在那裡住,,"那裡来’’‘‘伽去那裡”‘‘過那裡”‘‘各慮”
“這邊’
数：“一次”“二次”“十年多”“十多年”‘‘三四”“常常”
順序：‘‘第一”“頭ー ""後面”“後来”“終”
偶然：‘‘或然”
類似：‘‘如”“比如”‘‘不同”
性質：“善”‘‘妙""好”“好得緊’’‘‘巧’’
量：‘‘少""多”‘‘勾""勾了’’
除外：‘‘但”
不完全：‘‘差不多”
前：‘‘前来""十年前”“前我来""十年後""後来到”
2. 6. 間投詞
“苦”‘‘苦槻”‘‘可憐”‘‘奇”“於呼""哉”
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2. 7. 接続詞
“及”“而”“又”‘‘亦”“即”‘‘也”‘‘芙”“亦不""雖是”“然”“既然""若’
" .,
器
2. 8. 名詞の原級，比較級，最上級
• 小辞“子”が加えられる名詞は，絶対で単純な意味のものに限られる。
例：‘‘菓子"(果物）‘‘房子"(家）
• 比較級は小辞‘‘更""多”“過"によって作られる。例：‘‘更好""好多”
“遠得多”“好過他”
•最上級は小辞‘‘紹’’‘‘得緊" "第一”によって作られる。例：‘‘紹好""上
好’’‘‘紹小”‘‘小得緊""好得緊”“大得緊”“不好得緊”“第一好’’
2. 9. 代名詞補遺
・派生代名詞は“的”によって作られる。例：‘‘我的”“我側的,,"我的國”
“我的府'
2. 10. 数詞と数の小辞
• 数：“ー”“一個""二”“雨個”“三""四”……“百百萬’
• 数の小辞：“一紫燈’‘‘一張紙”‘‘一張卓子""一張椅子""三隻船""一隻
狗”“一隻維”‘‘一隻鮭／鮭子”‘‘一隻横／棧子""一乗輻”“一柱香""一
個夫人""一座房子""一座城”“一裸米”“一裸樹”“一幅布”“一幅紬
子”“一呆花""一位人""一根帯”“ー 間房子”“一領道抱’’‘‘一面旗”
“一門銃”“一枚墨”“一枚薬""一把刀”“一把傘”“一疋緞子""一本書”
“ー 管筆,"一皇戯""一套紙”“一頭牛”‘‘一條路""一條蛇’’‘‘一條純’’
“一頂巾”‘‘ー首詩”“一雙桂子""一雙禎子""一匹馬”“一扇門""一尊
像”“一串念珠”“一貼甕""一句話”“一圏土”‘‘ー 圏棉花”‘‘一封書”
“一重天""一包石頭,"一包銀子”
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• 数はときどき中央に置かれる。例：‘‘牛一頭”“馬一匹”
3. いくつかの語彙• 語法について
次に『漢語語法』に挙げられるいくつかの語彙及び語法について，他の
宣教師及びヨーロッパ人の書いた文法書と比較し，検討してみたい。比較
には，以下の文法書を用いる。
• Francisco Varo (1627-1687) (以下バロ）『Artede la lengua Mandarina』
Cl 703) (以下『官話文法』）
・J.H. M. de Premare (1666-1736) (以下プレマール）『NotitiaLinguae 
Sinicae』(1720)(以下『漢語札記』）
• T. S. Bayer(1694-1738) (以下バイエル）『MuseumSinicum』(1730)
（以下『中国雑纂』）
3. 1. 名詞接尾辞
マルチニは「位置が変わることにより，同じ音が，名詞，形容詞，動詞
となる」「位置が異なる以外は，形容詞と名詞の違いは大きくない」 (2章
• 1節）と記す。これは中国語に見られる「ー語多類」という特徴につい
て述べたものと考えられる。すなわち，例にあるように，‘‘愛"は動詞で
もあり，名詞でもある。“好"は形容詞でもあり，名詞でもある。これら
の語が，どの品詞に属するのか，判断する手がかりとして，まず文中での
位置が重要であると述べる。「もしこれらの語の後ろに何かあれば，動作
を意味し，動詞である」「もしそれらが後ろに置かれれば，名詞である」
「形容詞は名詞の前に置かれる。後に置かれたなら，名詞となる」 (2章・
1節）。
次に‘‘子”に関する記述も， この問題と関わりがあると考えられる。
「形容詞になることのできない名詞には，よく小辞‘‘子"が加えられる」
(2章・ 1節）。彼は“子”を，ある語が名詞かどうか判断する基準と考え
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ていたようだ。また「小辞‘‘子”が加えられる名詞は，絶対で単純な意味
のものに限られる」 (3章.5節）と述べる。これは，主に具体的な名詞
に接辞し，抽象的な名詞に接辞するのはまれである叫という“子”の特
徴を指摘したものと考えられる。
『漢語語法』中，‘‘子”以外の名詞接尾辞は，‘‘頭"が見られるが，‘‘兒”
は見られない。
『漢語語法』
“子": "紬子”“緞子”‘‘房子”‘‘蜀子”“菓子”“複子”“鮭子”“椅子”“銀
子”‘‘巣子”
“頭':"石頭,"裡頭'"外頭'
“兒”：なし
“房子"は“一座房子"(一軒の家）と‘‘ー間房子”（一部屋）の 2つの用例
がある。
バロは「官話では名詞は，普通単純語彙のみで形成される。例：‘‘風"'
“水"'"人”。単純語彙に， 3つの小辞“子”‘‘頭”‘‘兒”を付け加えること
もある」 (4章・ 1節）と述べ，名詞接尾辞として，“子""頭”‘‘兒"の 3
つを併記する。
『官話文法』
“子": "兒子”“房子""帽子""妻子”‘‘日子""椅子”‘‘銀子""巣子"
“頭": "麺頭'(パン），‘‘日頭'(太陽）
“兒”：なし
バロは「“兒"は北方地区でよく用いられ，一種のリフレインのように，
節や語彙の終わりに用いられる」 (4章・ 1節）と述べ，例として，‘‘女兒”
（女の子），‘‘没兒"(何もない），‘‘差不多兒"(わずかに異なる），‘‘ー 些兒’’
（少し）を挙げる。しかしこれらの‘‘兒"は，名詞接尾辞とは言いがた<, 
『官話文法』中の名詞接尾辞“兒”の用例はなしとした。だが，現在でも
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よく言われる，「‘‘兒”は北方地区でよく用いられる」という方言差に関す
る記述は注目に値する。
また“子”をもつ語彙が，制限修飾をうけると“子”の脱落がおきるの
が通例であると言われる 5)が，バロもこの現象に着目している。「2つの
類義語による複合語には，小辞は用いられない。例えば“椅子"に‘‘輌”
を並べると‘‘輻椅"となり，‘‘子"は必要なくなる。名詞に形容詞がつく
場合も小辞は用いられない。“涼帽”を“涼帽子”とすると野暮ったい言
い方となる。」 (4章・ 1節）
プレマールは「名詞は単独のとき或いはフレーズが終了するとき，何か
自身の後に補うようなものを欲する」 (partl・1・1・1) と述べ，“子”
“頭""兒（耳）”のつく名詞を記している。彼もマルチニ同様，‘‘子”な
どを，語を名詞として判断する手がかりと考えていたようである。
『漢語札記』
“子": "鼻子""耳光（甜）子”“法子""房子”‘‘拐子""輻子""妹子”“妻
子”‘‘身子”“索子""娃娃子""小核子”“様子""銀子”“状子""栗
子”
“頭':"舌頭""石頭'
“兒": "鼻兒’’‘‘悩兒’’‘‘唇兒”“打移兒”“地兒”“悪氣兒”‘‘法兒""飯兒”
噌兒""公子兒”“話兒""脚兒""老兒”“老頭兒”‘‘證兒""瞼兒”
“眉兒”“門兒’’‘‘面皮兒”‘‘女子亥兒”“曲兒""人兒”“人影兒”“身材
兒”‘‘整兒”“事兒”“手兒”‘‘説兒”“頭兒”‘‘小核兒”“心兒”“眼兒”
“腰兒’’‘‘影兒”‘‘紙兒""状兒”
“耳':"好氣耳”‘‘盆耳'"花耳”‘‘柳耳’‘‘帽耳’‘‘文官耳'"物件耳'"玉耳’
“珠耳’
『漢語語法』，『官話文法』と比べ，‘‘兒（耳）”のつく名詞の多さが際立
っている。これはプレマールが『水滸伝』や『元曲百種』など旧白話小説
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から多く引用したためであろう 6)。なかには，‘‘飯兒也不倣，地兒也不掃’’
“弥的心兒太大，眼兒式高”“花耳柳耳珠耳玉耳為人所愛”など，‘‘兒”の
ついた名詞を並列させた例文も見られる。これは旧白話小説に特徴的な修
辞表現と考えられ， この場合もともと“兒”の必要ない名詞に“兒"がつ
けられた可能性がある7)。しかし『漢語札記』には，「小辞“兒"と“耳"」
と題するパラグラフがあり，彼が“兒（耳）"を重要な語彙と認識していた
ことに違いはない。その中で，「‘‘兒”と“耳"は純粋な小辞として用いら
れるときは，恐らくこの 2つの間にわずかな相違もない」，「名詞と結びつ
く」，「軽蔑や微小なものを明示する」 (partl• 2• 2• 6)などの特徴が述
べられている。
3. 2. 複数
マルチニは「名詞に格と数はない。名詞は，あらゆる名詞に適用される
小辞‘‘側"によって複数となる。」 (2章・ 1節）「‘‘我""伽’’‘‘他"は，複
数に‘‘何”を加える以外は，単数と複数は同じである」 (2章.2節）と
述べる。
『漢語語法』
“側": "我側"("ィ厨門")B) "他刑", "人側”
このほか，第 1章音節表に，‘‘輩”と‘‘等”が「複数の小辞（記号）」とし
て記されるが，例は見られない。
バロは「複数形をとれるのは特定の呼称だけであり，（全ての：訳者注）
名詞ではない」「名詞には複数を表す小辞はない。代名詞には複数を表す
小辞‘‘何”と“等"がある。“何"は代名詞及び呼称と共に用いられる。
“等’は 1人称2人称代名詞と用いられ， 3人称には用いられない。‘‘側”
は日常的で中立的だが，‘‘等"は我々が神の前にあるときのように， 目下
の者が目上の者の前で自分を言う場合に用いられる」 (3章・ 1及び3節）
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と述べる。
『官話文法』
“何": "我側”“弥何”“他何"'"先生何'"老爺何”‘‘相公何’’
“等": "我等’‘‘爾等'"為我等祈"(我らのために祈り給え）
プレマールは「中国語は名詞を格や数によって変化させることはないが，
これら全てをはっきりと区別するある記号をもつ」「複数は数を述べる文
字の付加から得られる」 (partl・1・1・1) と述べる。‘‘側"'"等”以外に
“毎”が見える。
『漢語札記』
“側": "我何""ィ府側""他何"' "爺何”‘‘生員何""小弟何”
噂": "伽等’
“毎": "我毎”
マルチニは「名詞に数はない」「代名詞の単数と複数は同じである」と
述べる。これは，中国語はラテン語と異なり，数によって名詞や代名詞を
変化させることはない，と言っているのかもしれない。しかし一面，中国
語の特質をよくとらえた意見であるとも思われる。現在我々は，複数とい
う概念を当たり前のように受け入れて，‘‘側”を複数を表す接尾辞である
と認識している。だが，中国語にはもともと，単数・複数の区別はなかっ
た。
百姓聞王鐘鼓之磐，管脩之音，畢疾首楚額而相告日：吾王之好鼓築，
夫何使我至於此極也（『孟子・梁恵王下』）
この“吾”と“我’はともに“我伯”である。現在のように，数の観念を
明らかにして話す習慣は，五四以降西洋の言語との接触により生まれた
ものと考えられている。
もちろん，‘‘側"が複数を表す用法は，明代頃から見られる。
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只看我等投東，他便把那燭燈望東祉。若是我佃投西，他便把那燭燈望
西祉。（『水滸伝』）
翠學生何哭的哭，叫的叫，胞的胞，般的般。（『水滸伝』）
しかし‘‘何”を付けて複数を表すのは，人間を表す名詞や代名詞だけであ
り，西洋の言語の複数とは，全く違う性質のものである悶
バロは， この“何"が人間だけの複数表示に従うという特徴に気付き，
「名詞の中で複数形をとれるのは特定の呼称だけである」と述べている。
彼の言う「特定の呼称」とは“先生"'"老爺”などである。また‘‘等"が
3人称に用いられない，つまり‘‘他等”が存在しないことや，‘‘我何’’
“伽何"が日常的，中立的であるのに比べて，‘‘我等”“爾等"は特定の文
脈で用いられるという，細かなニュアンスの違いも指摘している。
プレマールは白話小説から多く例を引くため，‘‘我毎”も例示している。
また‘‘佃"や‘‘等’を「数を述べる文字」の 1つとして，ほかに複数を表
しうる名詞や副詞と共に記している。これはマルチニやバロにも共通する
見方である。彼らは“何""等’’以外にも，中国語の名詞に添えて，複数
を表しうる語彙や語法を，いくつか探し出している。
『漢語語法』
繰り返し：‘‘人人" (人々）
“多": "多人"(大勢の人）
“幾": "叫幾個人" (何人か呼べ）
マルチニは‘‘多人"'"叫幾個人”のように「名詞の前に多くを表すものが
置かれるとき，‘‘側”をつけない」 (2章・ 1節）と述べる。これは現代語
でも“三介学生町”が間違いであるように，数を表す語彙と“何”を一緒
に用いることはできない 10)点に，触れたものと考えられる。
『官話文法』
“吾": "吾主"(われらが主）
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“者':"愛者（愛する者ども）
“其余,,: "只奉天主教者，可以昇天，其余不能昇天,,(神の法に従う者だけ
が，天国に行くことができ，その他の者は行くことができない）
“輩": "先輩" (先輩たち）
“敷": "敷人死了,,(何人かが死んだ）
“家"'"諸,,: "翠／諸人領了聖水,, (全ての人が洗礼を施された）
“一類": "一類的禽鳥都有一様的聾'(同じ種類の鳥は同じ声をもつ）
“ー 等": "ー等的秀才”（同じ階級の挙人）
“一品,,: "一品官府都有一様的俸緑,,(同じ階級の役人は同じ給料をもらう）
このほか‘‘倍’’‘‘多”‘‘幾’’も複数を表す語彙として挙げられるが，例はな
い。“吾”について，複数を表すのは「書き言葉か，キリスト教徒が神の
名を言うときだけである」，つまり一般的な口語には用いられないとする。
“者”は「単数でも複数でもなく」「前後にある単語」によって決まる，す
なわち単数・複数どちらにも用いられると指摘する (3章.3節）。
『漢語札記』
“敷": "敷人" (大勢の人）
“幾": "幾句" (二三の言葉）
名詞の後に置かれるもの
“都':"聖人都在天”（神聖な人々は天にいる）“都来了"(全ての人が来た）
“都要'(全ての人が欲する）‘‘都不要”（全くいらない）
“皆": "人皆有病”（病気なしに生まれてくる人はいない）
名詞の前に置かれるもの
“翠": "家人" (全ての人）‘‘家説”（全ての人々の，様々な意見）
“諸": "諸般" (全てのモード）
繰り返し：‘‘日日" (全ての日々）‘‘家家（全ての家，家族）
“人人都束了" (全ての人が来た）
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不定数：‘‘萬物"(全てのもの）“百般"(全てのモー ド）
3. 3. 被動
マルチニは「受動態は‘‘被’’や‘‘為”によって表される」「動詞は常に
後ろにあり，名詞との間に“被”を置く。“被”は「受ける」を表す」と
述べる (2章.3節）。例文は“被”のみ。
『漢語語法』
“被": "我被他的愛'"我被他愛'"我被他打”
バロは「官話にはもともと受動の意味を持っ動詞がある」「能動動詞を
受動態にするには，小辞“是”“所""被""為”を用いる」と述べる (9
章）。ここでは“被”の例のみ示す。
『官話文法』
“被": "被告""被打”“被鞭撻”“被虜”“他伯被教”‘‘我何被聴完了”
"{: 厨門将被官府冬"11) "吾主Jesu被Judeo人釘十字架’’
“吾主Jesu被Judasu所賣者”“伽被先生所教的時節”
バロは“被”の特徴を次のように述べる。
1)動作の行為者を文中に置く場合，‘‘被"はその前に置かれ，最後に動詞
が置かれる。まず患者12)から始める。例：‘‘吾主Jesu被Judeo人釘十字架”
（我らが主イエスはユダヤ人によって傑にされた）の場合，‘‘吾主Jesu"
（患者）＋“被"+''Judeo人"(動作を行った人物）十‘‘釘十字架"(動作）の
ように作文する。
2)動作を行った人物が表されない場合，‘‘被”は動詞の前に置かれる。例：
“被鞭撻'(鞭打たれる）
3) "所”を動詞の前に，‘‘被"を動作を行った人物の前に置き，最後に
“者”や“的”を置く場合もある。例：‘‘吾主Jesu被Judasu所賣者"(我
らが主イエスはユダによって売られた） (9章）
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すなわち“被”には
① “被"+動作
② ‘‘被"+行為者＋動作
③ “被”十行為者＋‘‘所”十動作
の3つの文型があり，①は行為者の省略形であること，②③については，
その構文法が指示されている。
プレマールは，「受動動詞は，中国語がそれをもつなら，認識される」
(partl ・ 1 ・ 1• 3) と述べ，“被’’以外に，旧白話小説に見られる“吃"や
“見”も挙げる。
『漢語札記』
“被": "被虎喫了”“被伽喜殺我也""難道風流二字都被前面人占盛”
“敢被野猫抱了’’‘‘又恐伯被他笑話”“都被拐子拐了去了”
“吃": "吃了大驚”“吃打""吃人笑話’’
“見": "見殺”
バイエルは「受動態は小辞“被"または“為"を名詞の後に置く」 (4
章）と述べ，以下のような受動態動詞の活用表を掲載する。
『中国雑纂』
現在単数 “我被／為他的挑” 複数 “我側披／為他的挑”
“伽被／為他的挑” “弥何被／為他的挑”
“他被／為他的挑” “他何被／為他的挑”
完了単数 ‘‘我被／為他挑過了” 複数
“伽被／為他挑過了’’
“我何被／為他挑過了”
“伽佃被／為他挑過了”
“他佃被／為他挑過了’’“他被／為他挑過了’’
未来単数 ‘‘我被／為他将挑” 複数 “我佃被／為他将挑’’
“伽被／為他将挑” “伽側被／為他将挑”
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“他被／為他将挑” “他側被／為他将挑”
バイエルはマルチニの『漢語語法』を参考にした際恐らく‘‘我被他的愛”
を受動態現在形と勘違いしたのであろう。また「受動態は“被”や“為”
によって表される」という言葉に忠実に従って，‘‘為"を“被”と同じ働
きをもつ語として扱っている。
現代中国語で“被”を用いた被動文は主に，‘‘窟戸被小王打砕了”のよ
うに，被害を被ることを表す叫伝統的な用法でも，一般に被害・不利益
を及ぼす文をつくるのに用いられた。
“亮子被蘇竣害"(『世説新語』）
“皮袋被賊盗去"(『朝野姦載』）
“大半都被殺死"(『水滸伝』）14) 
しかし彼ら宣教師の‘‘被”の例文には，被害・不利益を表さないものが
含まれている。マルチニの例文‘‘我被他愛"(私は彼に愛される）は，い
かにも翻訳調な匂いがする。バイエルの例文“我被他的挑”“我為他挑過
了”に至っては，多くの中国人が非文と見なすのではないだろうか。なぜ
彼らはこのような文を書き記したのだろう。それを知るには，バロの「官
話にはもともと受動の意味を持つ動詞がある」という指摘が手がかりとな
る。
“輸了"He was defeated. "崩了"It was ruined. (9章）15) 
すなわち，西洋語では受動態で表される文も，中国語では受動態を示すマ
ークは何らつけられないと述べているのだろう。しかしこの現象は，中国
語の動詞は能動・受動の区別がない16)と考えたほうが，よりふさわしいと
思われる。“輸,, は「負ける」であり「負かされる」でもある。“崩’’も
「崩れる」であり「崩される」でもある。西洋語のように，主語と動詞の
結びつきが強く，主語によって動詞が活用する言語では，「～は～に～さ
れる」という受動態構文が成立する。しかし中国語のように，動詞が主語
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からの束縛を受けない言語では，文は動詞を中心に形成される傾向が強く，
「～は～に～される」と訳すことのできる文が成立したとしても，それは
たまたまでしかない。彼ら宣教師には，動詞に能動・受動の区別がなく，
“被"は被害・不利益を表す， という中国語の特質が見えていなかったた
め，‘‘我被他愛”のような翻訳調の中国語を生み出してしまったのだろう。
しかし面白いことに，近年“被”は，被害・不利益を表さない文にも用
いられている。
“那輛卒被他修好了”
“他被逃力牟岡主人了’’
“那張巣子被学生搬到那介房岡去了"17)
“被’のこのような用法は，五四以降，欧化語法の影響により生まれたと
考えられている 18)。近い将来，‘‘我被他愛”という中国語も，或いは一般
的な用法となるのかもしれない。
3. 4. 量詞
『漢語語法』に取り上げられる品詞は，名詞，代名詞，動詞，前置詞，
副詞，間投詞，接続詞，数詞の 8品詞である。この 8品詞とは，ギリシア
語の文法書『Technegrammatike』(B.C. 2世紀後半）からラテン語文
法へと導入され，中世末まで変わることなく受け継がれ，近代ヨーロッパ
諸語の文法分析に甚大な影響を及ぼした文法概念である叫ラテン語の 8
品詞は，名詞，代名詞，動詞，分詞，前置詞，副詞，間投詞，接続詞であ
る。現在のものと異なり，形容詞は独立した品詞として扱われず，名詞に
含まれている。『漢語語法』には，分詞がなく，数詞が加わっている。こ
れは中国語に分詞にあたるものが見つからなかったため，数あわせとして，
数詞を加えたような印象を受ける。実はこのような現象は，ギリシア語文
法からラテン語文法へ8品詞が導入された際にも起こっていた。ギリシア
語の 8品詞には冠詞が含まれるが， ラテン語には冠詞がないため，代わり
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に間投詞を加えたのである20)。彼らには「8」という数が重要だったよう
で，マルチニもあくまでラテン語文法の枠組みの中で，中国語を分析しよ
うとしたのかもしれない。
バロは，マルチニよりもさらにラテン語文法に忠実に，分詞も含めた 8
品詞について説明を行っている。これは『官話文法』が，スペインの文法
家ネブリーハの文法書に基づいて，執筆されたためと考えられる21)。但し
こちらも，数詞については，別に 1章を設けて詳しく論じ，数詞は重要で
あると述べている。
次に，彼らが量詞について，どのように述べたか比較してみる。
マルチニは，量詞について次のように述べ，数詞の 1部として取り扱っ
ている。
『漢語語法』
「数と私がこれから「数の」と呼ぶことにする，数に関する小辞について」，
「数の小辞は，それらの小辞が適用される物どもに応じて，異なる」 (3
章.7節）
バロは，量詞について次のように述べ，やはり数詞の 1部として取り扱
っている。
『官話文法』
「会話の流暢さにとって，数 (numeros)や物の数え方 (numerales), そ
して時間，時刻，日，週，月，年，世紀の数え方についての知識の多さも
また重要である。ゆえに私はこの章を入れる必要があると考えた」，「数え
方は主に，小辞“個”によって示される。もし独自の小辞を持ち，それに
よって数えられるならば，その場合‘‘個”ではなく，専用の小辞を用いる」，
「物を数える小辞を知れば，間違いなく官話が正しく話せるようになる」
(12章）
プレマールは特に名称を与えず，名詞の 1部として取り扱っている。
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『漢語札記』
「計算には，物はどれもそれによって表示される固有の記号をもつ」 (part
1・1・1・1)
バイエルも特に名称は与えず，数詞の 1部として取り扱っている。
『中国雑纂』
「数詞は冗語法によって，それに関して数が扱われるものの概念に応じて，
様々な呼称を取り入れる」 (9章）
大まかに言って，彼らは量詞を独立した品詞と認めず，数詞または名詞
の1部と見なしている。後に量詞は，プロテスタントの宣教師によって，
「genericparticles」（総称的な小辞）や「classifier」（分類辞）と呼ばれ，
名詞の類別を指示する働きが見い出される 22)が，彼らカトリックの宣教師
の認識は，まだそこまで至っていない。しかしここで，彼らカトリックの
宣教師が，量詞を含めた数詞の重要性に着目した点について考えてみたい。
3. 2. 複数でも述べたが，中国語の名詞にはもともと複数も単数もない。
“廿"は 1冊の本でもあるし， 1冊以上の本でもある。“一本廿”となって
単数に限定され，‘‘両本廿”となって複数と考えられる 23)。つまり，その
ままでは曖昧な存在でしかない中国語の名詞に，より彼らの思考方法に即
した「理性的な」判断を加えるための手段として，数詞及び量詞を用いた，
とは考えられないであろうか。マルチニ，バロ以外に， BasilioBrollo da 
Gemona (1648-1704)の DictinariumSinico Latinum (1694)にも Particule
Numeralesと題された量詞の表が掲載されている叫マルチニはイエズス
会，バロはドミニコ会， Brolloはフランシスコ会とそれぞれ会派の異なる
彼らが，同様に量詞を記述している点から見て， 17世紀の後半には，すで
に在華宣教師の間で，量詞の重要性が共通認識となっていたことがわかる。
Matteo Ricciらイエズス会士が， 16世紀の後半に中国布教を始めてからお
よそ 1世紀後，マルチニにより書き残された『漢語語法』には，それまで
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に培われたイエズス会中国語教育の伝統が反映されているに違いない。量
詞の問題については，イエズス会士による日本語文法書25)との関連性など
もあわせて，今後の課題としたい。
4. おわりに
マルチニの『漢語語法』は，彼の中国語観を探る資料としては量が少な
いため，今回は他の宣教師の文法書と比較し，その特徴を考えることとし
た。取り上げた項目は，名詞接尾辞，複数，被動，量詞の 4つに過ぎない
が， この 4項目からも，彼ら西洋人の目を通して見えた，中国語の特質を
知ることができた。「ー語多類」からくる品詞確定の困難さにより，名詞
接尾辞などが発達したこと，「名詞に複数・単数の区別はない」が，それ
を補う様々な語彙が存在すること， もともと「動詞に能動・受動の区別は
ない」が，西洋語の影響により，‘‘被"の使用範囲が広がりつつあること，
である。このような中国語の特徴はすでに多くの研究者によって指摘され
ていることであり，現代の我々にとって目新しい発見ではない。しかし今
から300年以上前に書かれた文法書に， これらの中国語の特徴を示す記述
があるという事実は，我々を驚嘆させる。高い知性を備えた彼ら宣教師の
残したこれらの遺産に，謙虚に耳を傾ければ，或いは未だ我々の知り得な
い事実を，発見できるかもしれない。そのときこそ，宣教師文法を研究す
る真価が見い出せるときであろう。
1) "巴不的"は原文のまま。
2) "卓子" は原文のまま。
3) "脚抵下"は原文のまま。
4)牛島等1967参照。
5)香坂1983参照。
注
6)『漢語札記』には，『水滸伝』，『元曲百種』，『書圏縁』などの旧白話小説の
名が挙げられている。
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7)尾崎2007参照。
8) "伽何”の例は見えないが，「“我”‘‘弥”“他”は複数に“何”を加える」
という記述から判断して，筆者が書き人れた。
9)以上‘‘何”については，牛島等1967及び香坂1983等参照。
10)牛島等1967参照。
11) "冬"は Coblin2000の原文のまま。‘‘打”の誤りと考えられる。
12) Coblin2000の英訳「patient」を直訳したもの。
13)相原他1996参照。
14)以上香坂1987参照。
15)英訳は Coblin2000のまま。
16)香坂1987参照。
17)相原他1996参照。
18)香坂1987参照。
19) ロウビンズ1992参照。
20) ロウビンズ1992参照。
21) Coblin2000参照。
22)伊伏2006参照。
23)牛島等1967参照。
24)伊伏2006参照。
25) ロドリゲス『日本大文典』 (1604), 『日本小文典』 (1620)等。
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